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●
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
及
び

費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例

問　

来
年
４
月
１
日
か
ら
、
臨
時
職

員
約
千
200
人
、
特
別
職
非
常
勤
約
900

人
の
う
ち
、
千
850
人
が
会
計
年
度
任

用
職
員
へ
の
移
行
を
予
定
し
て
い
る

が
、
移
行
す
る
人
数
が
多
い
理
由
は
。

答　

特
別
職
非
常
勤
職
員
に
当
た
ら

な
い
者
は
、
移
行
す
る
こ
と
に
な
る
。

従
来
の
特
別
職
非
常
勤
職
員
に
は
、

労
働
者
性
の
高
い
職
員
が
事
実
上
は

多
か
っ
た
と
考
え
る
。

問　

期
末
手
当
が
支
給
さ
れ
る
会
計

年
度
任
用
職
員
の
割
合
は
。

答　

９
割
ほ
ど
が
支
給
対
象
に
な
る
。

●
豊
島
区
印
鑑
条
例
（
一
部
改
正
）

問　

旧き
ゅ
う
う
じ氏

を
印
鑑
登
録
に
使
え
る
よ

う
に
な
る
と
の
こ
と
だ
が
、
複
雑
な

事
情
等
を
持
つ
家
庭
も
あ
る
。
し
っ

か
り
と
対
応
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

答　

扱
っ
て
い
る
の
は
重
要
な
個
人

情
報
で
あ
る
た
め
、
丁
寧
に
対
応
し

て
い
く
。

問　

条
例
改
正
の
理
由
は
、
女
性
活

躍
推
進
の
観
点
か
ら
か
。

答　

法
令
改
正
の
理
由
は
そ
の
と
お

り
だ
が
、
女
性
だ
け
で
な
く
男
性
も

旧き
ゅ
う
う
じ氏

で
の
登
録
が
可
能
と
な
る
。
要

件
は
男
女
と
も
同
じ
で
あ
る
。

●
豊
島
区
立
ト
キ
ワ
荘
マ
ン
ガ
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム
条
例

問　

施
設
を
担
当
す
る
職
員
体
制
は
。

答　

施
設
運
営
は
、
と
し
ま
未
来
文

化
財
団
に
委
託
し
、
学
芸
員
４
名
、

事
務
職
員
２
か
ら
３
名
、
他
に
受

付
・
案
内
ス
タ
ッ
フ
等
を
配
置
す
る

予
定
。

問　

現
在
の
寄
付
金
額
の
状
況
、
想

定
さ
れ
る
来
場
者
数
と
運
営
経
費
は
。

答　

寄
付
は
852
件
、
３
億
３
千
800
万

円
を
超
え
る
状
況
。
毎
年
、
約
６
万

人
の
来
場
者
数
と
運
営
経
費
は
現
在

検
討
中
だ
が
約
１
億
円
を
想
定
。

●
千
登
世
橋
教
育
文
化
セ
ン
タ
ー
改

修
等
検
討
事
業
経
費
に
つ
い
て

問　

事
業
の
内
容
は
。

答　

建
物
・
設
備
の
老
朽
化
の
調
査

を
行
っ
た
。
外
装
や
内
装
は
使
用
可

能
だ
が
、
空
調
や
給
排
水
設
備
は
改

修
が
必
要
と
の
結
果
が
出
た
。

問　

改
修
だ
け
で
な
く
、
子
ど
も
の

発
達
支
援
を
一
体
的
に
整
備
す
る
な

ど
、
事
業
に
つ
い
て
の
検
討
は
。

答　

相
談
機
能
の
強
化
な
ど
庁
内
の

担
当
部
署
で
現
在
検
討
し
て
い
る
。

●
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
つ
い
て

問　

本
区
に
お
け
る
交
付
率
は
22
・

４
％
と
い
う
こ
と
だ
が
、
取
得
が
進

ま
な
い
理
由
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

　
　

取
得
す
る
メ
リ
ッ
ト
を
あ
ま
り

●
食
品
ロ
ス
削
減
に
つ
い
て

問　

Ｈ
Ｐ
で
周
知
す
る
際
に
、
活
字

だ
け
で
な
く
ア
ニ
メ
な
ど
を
活
用
し

て
は
。

答　

楽
し
く
実
践
す
る
た
め
に
は
非

常
に
重
要
。
今
後
、
検
討
し
て
い
く
。

●
男
女
共
同
参
画
推
進
関
係
経
費
に

つ
い
て

問　

一
般
相
談
事
業
が
前
年
度
に
比

べ
480
件
増
加
し
て
い
る
要
因
と
、
専

門
相
談
事
業
の
主
な
相
談
内
容
は
。

答　

主
な
要
因
と
し
て
は
、
Ｄ
Ｖ
に

関
す
る
相
談
が
増
加
し
て
い
る
こ
と

に
よ
る
。
専
門
相
談
の
内
容
は
、
離

婚
の
際
の
手
続
き
な
ど
法
律
相
談
が

多
い
と
認
識
し
て
い
る
。

感
じ
な
い
、
個
人
情
報
漏
洩
が
不
安

と
の
声
は
聴
い
て
い
る
。
不
安
解
消

等
の
周
知
を
継
続
し
て
い
く
。

●
空
き
家
対
策
に
つ
い
て

問　

空
き
家
登
録
制
度
の
件
数
を
増

や
す
た
め
の
取
組
は
。

答　

独
自
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成

し
、
区
有
施
設
で
配
布
す
る
ほ
か
、

ポ
ス
タ
ー
を
掲
示
し
周
知
し
て
い
る
。

●
自
転
車
駐
車
場
に
つ
い
て

問　

施
設
の
改
善
は
し
て
い
る
の
か
。

答　

近
年
の
大
型
自
転
車
や
電
動
自

転
車
な
ど
の
需
要
増
に
対
応
す
る
た

め
、
順
次
施
設
の
改
善
を
図
っ
て
い

る
。

問　

サ
ー
ビ
ス
の
質
の
確
保
は
。

答　

サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た
め
、
ア
ン

ケ
ー
ト
な
ど
実
施
し
、
改
善
を
図
る
。

●
ベ
ト
ナ
ム
語
の
対
応
相
談
員
の
納

付
案
内
事
業
に
つ
い
て

問　

導
入
の
経
緯
、
課
題
は
。

答　

現
在
、
区
内
に
約
３
千
人
の
ベ

ト
ナ
ム
人
が
在
住
す
る
中
で
、
単
身

の
留
学
生
が
多
く
収
納
率
が
非
常
に

低
い
。
そ
の
た
め
、
納
付
相
談
や
制

度
の
説
明
を
行
う
ベ
ト
ナ
ム
語
対
応

相
談
員
を
臨
時
職
員
と
し
て
雇
用
し

た
。

●
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
事

業
所
の
家
賃
等
助
成
事
業
に
つ
い
て

問　

現
在
の
区
内
対
象
事
業
者
数
は
。

答　

区
内
13
カ
所
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
の
う
ち
３
カ
所
が
対
象
と
な
っ
て

お
り
、
今
年
の
11
月
に
も
う
１
カ
所

対
象
と
な
る
予
定
。

問　

今
後
の
周
知
に
つ
い
て
考
え
は
。

答　

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
質
の
担
保

も
考
え
な
が
ら
、
も
う
一
度
入
居
者
、

事
業
者
等
に
周
知
を
図
っ
て
い
く
。

●
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
助

成
事
業
に
つ
い
て

問　

ワ
ク
チ
ン
接
種
率
は
。
ま
た
、

来
年
10
月
を
目
途
に
ワ
ク
チ
ン
の
定

期
接
種
が
始
め
ら
れ
る
と
の
こ
と
だ

が
、
区
の
負
担
は
上
が
る
の
で
は
。

答　

接
種
率
は
約
66
％
。
区
の
負
担

は
国
か
ら
の
情
報
に
基
づ
き
試
算
中
。

●
子
ど
も
食
堂
に
つ
い
て

問　

区
内
に
何
カ
所
あ
り
、
ま
た
区

は
ど
の
よ
う
な
支
援
を
し
て
い
る
か
。

答　

子
ど
も
食
堂
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に

登
録
し
て
い
る
団
体
は
14
団
体
。
今

年
度
、
運
営
費
補
助
制
度
を
設
け
た
。

＆
Ａ
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常
任
委
員
会

 

開
会
日　

 

９
月
30
日（
月
）・
10
月

４
日
（
金
）

案　

件　

 

議
案
７
件
・
請
願
１
件
・

陳
情
２
件
・
報
告
４
件
等

  

総
務
委
員
会

 

開
会
日　

９
月
30
日（
月
）

案　

件　

 

議
案
３
件
・
報
告
５
件

等

  

区
民
厚
生
委
員
会

 

開
会
日　

 

10
月
２
日
（
水
）

案　

件　

 

請
願
１
件
・
報
告
事
項

２
件
等

  

都
市
整
備
委
員
会

 

開
会
日　

 

10
月
２
日
（
水
）・
７

日
（
月
）

案　

件　

 

議
案
５
件
・
報
告
11
件

等

  

子
ど
も
文
教
委
員
会

決
算
特
別
委
員
会

　

９
月
18
日
の
本
会
議
に
て
、
平
成
30
年
度
一
般
会
計
・
国
民
健
康
保
険
事
業

会
計
・
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
会
計
・
介
護
保
険
事
業
会
計
の
４
会
計
決
算
を

審
査
す
る
た
め
、18
名
の
委
員
か
ら
な
る
決
算
特
別
委
員
会
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

７
日
間
に
わ
た
る
質
疑
を
行
い
、
最
終
日
の
10
月
25
日
に
は
、
会
派
ご
と
に

意
見
表
明
（
要
旨
は
８
面
）
を
行
っ
た
後
、
採
決
を
行
っ
た
結
果
、
い
ず
れ
も

賛
成
多
数
で
認
定
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

以
下
、
質
疑
内
容
等
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

 

　

◎
委
員
長
　
○
副
委
員
長
　

◎
根
岸
　
光
洋
　（ 

　
　
　
　
　
　
　
　 

）

○
村
上
　
宇
一
　（ 

　
　
　
　
　
　
　
　 

）

　

小
林
　
弘
明
　（ 

　
　
　
　
　
　
　
　 

）

　
石
橋
　
正
史
　（ 

　
　
　
　
　
　
　
　 

）

　

有
里

　
真
穂

　（ 

　
　
　
　
　
　
　
　 

）

　

古
堺
と
し
ひ
と
　（ 

　
　
　
　
　
　
　
　 

）

　

塚
田
ひ
さ
こ
　（ 

　
　
　
　
　
　
　
　 

）

　

ふ
ま

　
ミ
チ

　（ 

　
　
　
　
　
　
　
　 

）

　

松
下
創
一
郎

　（ 

　
　
　
　
　
　
　
　 

）

　

中
澤
ま
さ
ゆ
き

　（ 

　
　
　
　
　
　
　
　 

）

　
ふ
る
ぼ
う
知
生
　（ 

　
　
　
　
　
　
　
　 

）

　

儀
武
さ
と
る

　（ 

　
　
　
　
　
　
　
　 

）

　

高
橋
佳
代
子

　（ 

　
　
　
　
　
　
　
　 

）

　

島
村
　
高
彦
　（ 

　
　
　
　
　
　
　
　 

）

　

竹
下
ひ
ろ
み
　（ 

　
　
　
　
　
　
　
　 

）

　

河
原

　
弘
明

　（ 

　
　
　
　
　
　
　
　 

）

　

永
野

　
裕
子

　（ 

　
　
　
　
　
　
　
　 

）

　
小
林
ひ
ろ
み

　（ 

　
　
　
　
　
　
　
　 

）

決
算
特
別
委
員
会
委
員
名
簿

公

明

党

自
民
党
豊
島
区
議
団

無
所
属
元
気
の
会

自
民
党
豊
島
区
議
団

自
民
党
豊
島
区
議
団

立

憲

と

し

ま

豊

島

ネ

ッ

ト

公

明

党

自
民
党
豊
島
区
議
団

都
民
フ
ァ
ー
ス
ト
の
会
・
民
主

無

所

属

の

会

日

本

共

産

党

公

明

党

公

明

党

自
民
党
豊
島
区
議
団

都
民
フ
ァ
ー
ス
ト
の
会
・
民
主

都
民
フ
ァ
ー
ス
ト
の
会
・
民
主

日

本

共

産

党

●
豊
島
区
西
部
上
空
を
通
過
す
る
羽

田
空
港
増
便
計
画
に
つ
い
て
の
意
見

を
聞
く
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
す

る
こ
と
に
つ
い
て
の
請
願

問　

こ
れ
ま
で
の
区
民
か
ら
の
声
に

対
す
る
区
と
し
て
の
対
応
状
況
は
。

答　

国
に
、
区
民
か
ら
の
意
見
や
議

会
の
動
向
を
伝
え
る
と
と
も
に
、
西

部
地
域
の
区
政
連
絡
会
で
の
説
明
や

教
室
型
の
説
明
会
の
実
施
を
要
望
し
、

実
現
し
て
き
た
。

問　

落
下
物
に
対
す
る
情
報
は
区
と

し
て
ど
う
把
握
し
て
い
る
の
か
。

答　

落
下
物
が
あ
れ
ば
、
国
か
ら
関

係
区
市
に
連
絡
が
あ
る
。

政
策
経
営
費

総
務
費

区
民
費

福
祉
費

衛
生
費

環
境
清
掃
費

都
市
整
備
費

国
民
健
康
保
険
事
業
会
計

介
護
保
険
事
業
会
計

●
ひ
き
こ
も
り
対
策
に
つ
い
て

問　

区
内
の
中
高
年
層
の
ひ
き
こ
も

り
の
状
態
、
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

他
団
体
の
例
を
参
考
に
、
今
後

状
況
把
握
の
調
査
を
行
う
。
現
在

「
ア
シ
ス
と
し
ま
」
で
若
年
層
へ
支

援
し
て
い
る
の
で
、
そ
の
活
動
状
況

を
踏
ま
え
、「
く
ら
し
・
し
ご
と
相

談
支
援
セ
ン
タ
ー
」、
Ｃ
Ｓ
Ｗ
等
と

連
携
し
て
対
応
し
て
い
く
。

答

●
校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

問　

校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
導
入
の
現

状
は
。

答　

平
成
25
年
か
ら
校
務
支
援
シ
ス

テ
ム
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
を
始
め
、

平
成
27
年
に
全
校
で
運
用
開
始
と
な

っ
た
。
教
職
員
は
、
生
徒
の
出
欠
状

況
・
成
績
情
報
・
保
健
情
報
等
を
デ 

●
創
業
支
援
に
つ
い
て

問　

と
し
ま
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
オ
フ

ィ
ス
運
営
事
業
と
は
。

答　

平
成
29
年
７
月
か
ら
開
設
し
、

起
業
を
目
指
す
方
・
開
業
を
し
て
３

年
以
内
の
方
な
ど
に
、
月
１
万
円
で

シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス
を
貸
す
事
業
。
利

用
者
数
は
22
名
と
な
っ
て
い
る
。

文
化
商
工
費

子
ど
も
家
庭
費

教
育
費

ー
タ
管
理
し
省
力
化
を
図
っ
て
い
る
。


